
Q 日本で初めて路
面電車の営業を

開始したのが、京都駅付近～伏見
をつなぐ全長約６kmの伏見線でし
た。その伏見側の
起点近くにある和
菓子屋さんの前
に、電気鉄道事業
発祥を示す記念碑
が建っています。

Q 伏見稲荷大社
への参拝客を

はじめ多くの乗客が乗り降りした停
留所。公園の改修工事で地中に埋
まっていた稲荷
線のレールが出
現したことで話
題になりました。

●対 象 者： KPC会員とご家族で、GICパスポートにご登録済みの方

●開催期間： 10月28日土～12月3日日
●参加料金： 会員・家族　無料　

 会員外　無料（賞品のプレゼントはありません）　

ルール

賞　品

事前準備・持ち物

　明治28年から昭和53年までの83年間、京都市内にはあちらこちらに線路が張り巡らされ路面電車が
走っていました。全線廃止された後は取り壊されましたが、一部の建造物はそのまま残っていたり、出土（？）
したものもあります。 市電の敷石は哲学の道や石塀小路など今は観光地の石畳として利用されています。
※立ち入り禁止のところは横からチェックしてください。 ※GPS有効範囲は約50mありますので遠目でチェック可能です。
※どこか1か所で達成とさせていただきます。 ※多人数の密集は避け、少人数でご参加ください。
※歩きながらのスマホ操作は危険なのでやめましょう。

さてここはどこでしょう?

期間中、1問以上正解した方に
QUOカードPay1,000円分をプレゼントいたします。
（配布は12月中旬予定です）

●申込方法： こちらのページから、お申込みください。 ※FAXでのお申込はできません。

家族パスポートは会員のGICパスポートから家族用を取得してください（ご家族
合わせて5名まで/すでに取得済みの家族様はあらためて取得する必要はありま
せん。有効期間が切れた場合は更新するか新規に取得してください。)

あらかじめGICパスポート(1年間有効)を取得したあと参加証を取得してください。

左下のクイズに答えていただき、実際に訪れてみてください。その場所でQRコードを読み込み、
正解ポイントだと「正解」マークがスマホの画面に表示されます。
●左下クイズのQRコードにはGPSデータが入っています。正解地点に行ってご自分のスマホのGPS
データと合わないと正解になりません。

主催：公益財団法人京都中小企業振興センター

●参加人数：設定の先着500名 ●申込締切日：12月3日日17:00まで

Q 市電の敷設のために
拡幅し重さに耐えら

れるようにと1913年にかけ替えられ、
同年七条線が開通した鴨川の橋です。
2023年には110
歳を迎えました。
（ポイントは西側親
柱側。）

Q 堀川に架かる「鶴
の橋」という別称

を持つ石橋の下流側には、かつて市
電が走っていた
レンガ造りの橋
台跡が残されて
います。

Q 1949年から
1955年まで市

電は京福電鉄（現叡山電車）に乗り
入れていました。市電が乗り入れ
たのは元田中駅～〇〇〇駅です。
この駅には市電
用の低床ホーム
があります（立入
禁止です）

（設定が完了しましたら期間内にゆっくり
探検してください）

（参加人数を越えた時はその時受付終了します）

●ご家族の方
会員の方のGICパスポートから発行し
てください。

●KPC会員でない方
各自でGICパスポートと参加証を発行
してください。賞品はありません。

●KPC会員の方
登録できないKPC会員の方は
KPC事務局へと登録代行依頼
してください。　　　➡こちらへ
kpc@posh.jp

GICパスポートを未登録の方▶GICパスポートが登録済みの方
（会員本人・ご家族・一般）

https://www.kpc.or.jp/gic_passport/
qtanken/qtanken19/
※FAXでのお申込はできません。

▶

▶ご参加のためには、おひとり1台スマートフォンが必要です。
GICパスポートに登録し参加お申込みをしてください。

▶スマートフォンでこのクイズ探検用の参加証を取得してください。
▶この会報誌のこのページ（下記のQRコードを正解地点で読みこんでいただきます)

伏見線:

東山線： 堀川線：

稲荷線： 東山線：


